
高崎市市民活動センター
「ソシアス」

相談ブース

　
高
崎
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー｢

ソ
シ
ア
ス｣

は
、
市
民

活
動
の
活
性
化
と
市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
24
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
高
崎
市

民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
生

涯
学
習
活
動
に
利
用
で
き
る
施

設
で
あ
り
、｢

ソ
シ
ア
ス｣

は

ラ
テ
ン
語
で
『
仲
間
』
を
意
味

し
て
い
る
。

　

旧
群
馬
町
の
足
門
町
に
あ

り
、
高
崎
市
の
最
北
部
に
位

置
し
て
い
る
た
め
、
中
心
部
や

南
部
の
地
域
か
ら
は
か
な
り
の

距
離
が
あ
る
が
、
活
発
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
視
察
時
に
お
け

る
登
録
団
体
は
１
８
１
団
体
、

オ
ー
プ
ン
時
か
ら
の
利
用
人
数

は
２
万
５
０
０
０
人
余
り
に
も

及
ん
で
い
る
。
中
学
校
の
跡
地

で
あ
る
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の

広
大
な
敷
地
に
建
設
さ
れ
た

こ
の
施
設
は
、
音
楽
活
動
か
ら

茶
道
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

へ
の
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
高
崎
市
の
市
民
活
動
の
確

か
な
拠
点
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
た
。

　

近
年
、
町
民
の
社
会
活
動
・

地
域
活
動
へ
の
参
加
意
欲
や
自

己
啓
発
意
欲
は
極
め
て
高
く

な
っ
て
い
る
。

　

玉
村
町
は
、
住
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。
住
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー｢
ぱ
る｣

が
手
狭
で
あ

る
現
状
を
考
え
る
と
、
住
民
活

動
施
設
を
初
め
と
し
た
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
一
層
の
充
実
が
必
要

と
考
え
る
。

　
玉
村
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
22
年
４
月
１
日
、
勤

労
者
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
た
。

近
年
、
消
費
者
が
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
や
、
そ
れ

に
伴
う
被
害
は
複
雑
・
多
様
化

し
て
い
る
。
玉
村
町
は
、
群
馬

県
内
で
町
村
と
し
て
初
め
て
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た

が
、
開
設
前
は
、
相
談
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
、
商
工
労
働
担
当

職
員
が
そ
の
対
応
に
当
た
っ
て

い
た
。
ま
た
、
町
に
専
門
の
相

談
窓
口
が
な
い
こ
と
か
ら
、
近

隣
市
な
ど
に
相
談
す
る
人
も

多
く
、
県
や
周
辺
市
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
が
受
け
付
け
る
玉

村
町
民
か
ら
の
相
談
は
、
年
間

３
０
０
件
を
超
え
る
よ
う
な
年

も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

相
談
員
は
２
名
で
、
消
費

生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
日
本

消
費
者
協
会
）、
消
費
生
活
専

門
相
談
員
（
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
）
な
ど
の
資
格
を
保
有
し

て
い
る
。
相
談
時
間
は
、
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
で
あ
り
、
電
話
や
来

所
に
よ
る
相
談
に
対
応
し
て
い

る
。

　

勤
労
者
セ
ン
タ
ー
は
、
多
く

の
住
民
が
利
用
す
る
施
設
で
あ

る
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
出
入
り

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り

目
立
た
ず
相
談
に
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
利
点
も
あ
る
が
、
ロ

ビ
ー
に
２
室
設
け
ら
れ
て
い
る

相
談
ブ
ー
ス
は
、
相
談
時
に
声

が
外
に
漏
れ
る
な
ど
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
面
に
問
題
が
あ
り
、
何
ら

か
の
対
応
策
を
と
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。	

　

今
後
も
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
広
く
住
民
に

周
知
す
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し

い
。
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当
委
員
会
は
、
10
月
31
日
に
高
崎
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー｢

ソ
シ
ア
ス｣

を
視
察
し
、
近
年

ま
す
ま
す
活
発
化
し
て
い
る
住
民
活
動
へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　
当
委
員
会
は
、
12
月
11
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、｢

玉
村
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー｣

に
つ
い
て

調
査
し
た
。

住
民
活
動
の
活
性
化
と

　
　
　
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を

総
務
常
任
委
員
長
　

柳
沢
　
浩
一
　

経
済
建
設
常
任
委
員
長
　

川
端
　
宏
和
　

一
人
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
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障害者福祉センター
「のばら」

　
玉
村
町
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
の
ば
ら
」「
た
ん
ぽ
ぽ
」

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
登
録
者
・
利
用
者
は
現
在
80

名
（
定
員
76
名
）
で
あ
る
。
中

で
も
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
第
１

保
育
所
の
跡
地
を
利
用
し
て
い

る
た
め
築
40
年
が
経
過
し
、
建

物
の
老
朽
化
等
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。

　

一
方
、
平
成
23
年
度
に
は
新

た
に
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
て
定
員
を
増

や
し
、
受
け
入
れ
体
制
の
充
実

も
図
っ
て
き
た
が
、
玉
村
町
の

障
害
者
数
は
４
年
間
で
２
４
３

名
増
え
て
お
り
、
今
後
も
拡
充

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識

し
た
。
な
お
、
職
員
は
31
名
で

対
応
し
、
今
後
も
増
員
は
必
要

か
と
思
わ
れ
る
。

　

現
地
を
視
察
し
、
指
定
管

理
者
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
利
用
者
の
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
に
努

力
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
し
か
し
、
施
設
は
手
狭
な

た
め
、
ス
ペ
ー
ス
が
十
分
確
保

で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
今
後

利
用
者
が
ま
す
ま
す
増
え
る

中
で
、
職
員
の
補
充
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
。

　

町
は
、
社
協
だ
け
に
全
て
を

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
環
境
の

整
備
は
、
町
が
積
極
的
に
進
め

て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ
た
。
施

設
の
重
要
性
を
認
識
し
、
長
期

的
な
視
野
に
立
っ
た
支
援
策
を

検
討
し
、
福
祉
施
策
を
充
実
さ

せ
る
よ
う
望
む
。

本 会 議・ 委 員 会 は、
どなたでも傍聴でき
ます

平成 25 年 第１回定例会は…

３月5日(火)開会の予定です。

たくさんの方の傍聴、
ありがとうございます

お問い合わせは…議会事務局

寄附禁止のルールを
守りましょう

皆様のご理解と、ご協力をお願いします

入学祝い等 飲食物の差し入れ

お見舞い お歳暮やお年賀

議員は、贈らない！
求めない！
受け取らない！

たまむら議会だよりは、ホームページでも公
開しています。また、本会議の会議録をはじめ、
議会情報も随時お知らせしていますので、ぜ
ひアクセスしてみてください。

掲載しきれなかった一般質問は、会議録で見
ることができます。

例えば、こんなこと…

　
当
委
員
会
は
12
月
12
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
調
査
し
た
。

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
環
境
整
備
は
早
期
に
検
討
を

文
教
福
祉
常
任
委
員
長
　

備
前
島
久
仁
子
　



片田敏孝氏

　10月24日、吉岡町

文化センターにおいて、

群馬県内の町村議会議

員を対象に研修会が行

われました。

　講演は、山梨学院大

学法学部教授の江藤

俊昭氏による『地方自

治の向上と議会改革〜

「住民自治の根幹とし

ての議会」を創造する

〜』、群馬大学大学院工学研究科教授の片田敏孝

氏による『想定を超える災害にどう備えるか〜東

日本大震災から学ぶ、群馬県の災害特性と対策〜』

でした。

　江藤氏は、新しい議会を創造するためには、住

民の不満を自覚し、その内容に真摯にこたえるこ

とが、議員として大切だと話されました。日本世

論調査会が2006年に行ったアンケート結果では、

地方議会の現状に対し、不満派は60％以上とのこ

とです。

　片田氏は、地域での防災活動を全国各地で展開

しています。特に釜石市では、平成16年から児童・

生徒を中心とした津波防災教育に取り組んでおり、

この結果東日本大震災の際には、市内の小中学校

生徒約3000人が避難行動をとり、命を守りぬき

ました。“災害ごときで人を死なせない”ため、こ

れからの防災はいかにあるべきなのか、みずから

の体験を踏まえた貴重な講義でした。

　地方議会議員として、地域のため、住民のため

に何ができるか、考えさせられる研修でした。

●10月29・30日、

東京で開催された全

国町村議会広報研

修会（会場：シェー

ンバッハサボー）に、

広報委員全員で参

加しました。

　現在の委員会体制になってから広報研修会に参

加するのは初めてです。今回の研修は、写真の撮

影方法や広報紙刷新のためのテクニックなど、実

際の編集に大変役立つ内容でした。

●11月27日には、群馬県町村議会議長会が主催

する広報研修会（会場：群馬県市町村会館）にも

参加しました。東京で行われた研修と開催期日が

近かったため、改めて議会広報紙の重要性・必要

性を認識できました。

　議会改革や情報公開がより一層求められている

今、議会広報紙の役割はますます大きくなってい

ます。北海道の芽室町議会や熊本県の御船町議会

など、毎月発行している議会もあります。

　たまむら議会だよりは、定例会ごとに年４回発

行しています。これからも、住民と議会をつなぐ

ツールとして、議会のことをしっかりお伝えしてい

きます。

　次号が楽しみになるような編集ができるよう、

広報委員と

して積極的

に勉強して

いきたいと

思います。
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想定を超える災害にどう備えるか

“紙媒体は読まれてなんぼ”　広報紙の必要性を再認識

10 月 29・30 日　全国町村議会広報研修会

10 月 24 日 　県町村議会議員研修会

11 月 27 日　群馬県町村議会広報研修会


